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第１章 計画策定の考え （略）

第２章 緑の現状及び課題（略）

第３章 計画の推進 （略）

第４章 秦野市生物多様性地域戦略について（案）

市役所内の各課が
所管している緑地
（公園・施設等）
を整理し、目標値
などの見直し。



第４章 秦野市生物多様性地域戦略について（案）

１ 地域戦略の目的

平成１９年度に「秦野市緑の基本計画」が策定されてから、本市
では、「みどり豊かな暮らしよい都市」の実現に向けて、施策を展
開してきました。
この間に、平成２０年に制定された生物多様性基本法をはじめ、

ＣＯＰ１０（生物多様性条約第10回締約国会議）の開催など、生物
多様性を取り巻く国際的な社会情勢等を踏まえ、「秦野市緑の基本
計画」に「生物多様性地域戦略」を追加しました。

【生物多様性を取り巻く国際的な社会情勢（参考）】

年 国際的な動き 国内の動き

平成20年 COP9の開催（ドイツ）
「生物多様性基本法」の制
定

平成22年
COP10の開催（日本）
「名古屋議定書」「愛知
目標」採択

「生物多様性国家戦略
2010」の策定

平成24年 COP11の開催（インド）
「生物多様性国家戦略
2012-2020」の策定

平成26年 COP12の開催（韓国）

平成28年 COP13の開催（ﾒｷｼｺ）

平成30年 COP14の開催(ｴｼﾞﾌﾟﾄ)

令和2年 COP15の開催(中国)

２ 地域戦略の期間

令和２年度から令和７年度
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３ 地域戦略の位置づけ

「秦野市緑の基本計画」に組込み、生物多様性地域連携法に基づ
き平成２５年度に策定された「秦野市生物多様性地域連携保全活
動計画」と連携を図ります。

４ 生物多様性について

【地域戦略の位置づけ】

・生物多様性
・生態系サービス
・生物多様性の４つの危機
・外来生物について

内容は事前配布した資料のとおり
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５ 生物多様性の調査分析について

市内に点在する、昔ながらの田園風景や自然林などを感じられる
水田・雑木林（23箇所）、本来の生態系を保っている寺社林や市街
地区の公園（10箇所）、市内を流れる６河川で生き物調査を実施。

【水田】 【雑木林】

【公園・神社】 【河川】

このように調査地が分からないように掲載し、事前配布した資料
のとおり、地区ごとに確認された指標種を記載し、「水田」、「雑
木林」、「公園・神社」の植物・動物ごと及び河川にについて考察
し、「外来生物」の考察を別に設けます。
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６ 生物多様性保全への取組み
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７ 将来的な展開

相互に関連、複雑化している環境・経済・社会問題を解決するた
め、各地域が地域資源を補い支え合い、その特性を生かした自立・分
散型の社会を形成する「地域循環共生圏」という考え方が提唱されて
います。
本市においては、里地里山を始めとする豊かな自然環境の保全によ

り、地域の活性化を図ることが地域循環共生圏の構築に繋がるものを
考えています。
現在、様々な団体等の活動により、本市でも生物多様性が保全され

ている地域があります。このような団体等と連携することで、この特
性を保全・活用・発信し、地域活性化に繋げていきたいと考えていま
す。


